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最近よく見かけるなあ・・・ 

 「コミュニティ・スクール」（通称：CS）ってなに？ 

 コミュニティ・スクールとは、「学校運営協議会制度を導入した学校」のこ

とをいいます。この学校運営協議会は保護者や地域住民などから構成されて

いますが、学校運営の基本方針を承認したり、教育活動などについて意見を

述べるといった取組が行われています。いわば、コミュニティ・スクールは、

学校や保護者・地域の皆さんが共に知恵を出し合い、協働しながら子どもた

ちの豊かな成長を支えていく、「地域とともにある学校づくり」を進めるた

めの仕組みなのです。 

小学４年社会科では「リサイクル」について学習してい

ますが、この度、昆布小・蘭越小合同で倶知安琴平にある

リサイクルセンターを訪問しました。  

 選別作業の様子を見たり、処理された空き缶やペットボ

トルを見て、多くの驚きがありました。 

 リサイクルの大切さが叫ばれている昨今、見学を通して

これまで以上にリサイクルへの関心が高まったにちがいあ

りません。「身近なところから可能なことをする」気持ちを

毎日の生活の中で身に付けていってほしいものです。 

 

 

 
 
 

「人がかがやき、米と文化が実る町」～蘭越町の農業科～ 
＝第２号＝ 

蘭越町教育委員会 

蘭越町民センター内 

生涯学習課生涯学習係 

担当：徳光、工藤 

ＴＥＬ：0136-57-5030 

◆コミュニティ・スクールにおける「熟議」について   

 よりよい集団生活や人間関係を築くために、「協働して取り組む一連の自主性、実践的な活動」 

を「話し合い」を重ねながら生み出そうとするものです。 

コミュニティ・スクールにおける熟議では、参加者がそれぞれの立場から積極的に発言するこ 

とがポイントです。また、参加者全員が必ず発言することで、自分の立場からできることは何

かを考える「当事者意識」につながります。    出典「コミュニティ・スクールの作り方」文部科学省） 

蘭越町の「地域学校協働活動」テーマ 

◆テーマ「人がかがやき、米と文化が実る町」 

◆サブテーマ「蘭越の農業科」 

▲ 固形燃料も作られているとのことでした。 

▲ 質問したりメモするなど、一生懸命説明に聞き入っていました。 


